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緒 昌

P.C.P.-Na水溶液が木材中に珍透し難いことは木材防腐剤として大きな欠点であるが果し

て加圧注入を行った場合他の一般的な防腐剤と比較して非常に珍透が劣っているか否か又注入

条件によって鯵透状態が如何なる影響を受けるか或いは鯵透不良の原因より考えてそれを改良

する注入方法がないものかは P.C.P.-Na水溶液の使用に当って当然考えねばならない事柄で

ある｡P.C.P.-Na水溶液の注入については既に木材防腐剤としてのペンククロールフユノー

ル及びその塩掛 こ関する研究として詳細な報告が P.C.P.研究会より出されているが我々も之

等の問題に興味を持ち他の防腐剤との比較,加圧条件による影響,珍速度改良等に関して一連

の実験を行い更には実用の目的をもってケヤキ腕木材の P.C.P.-Na水溶液の注入実験を行つ･

たのでここに纏めて報告する次第である̀｡

各種防腐の各樹種に放ける漆透状態

P.C.P.-Na水溶液と他の防腐剤との鯵透状態を比較して優劣をきめる事は,木材の性質上

極めて困難な事であるが,本実験ではそのような問題を考慮して供試材の作製鯵透状態の測定

を特に注意し,次の如 く行った｡

木材の選定及び試験材の調整

試験片を健全な清浄なスギ, (Crypfomeriaja.ponicaD.Don).ヒノキ, (Chamaecy-

parisobtusaSieb.etZ).クロマツ, (P.Thunbergii,Parl), ブナ, (Faguscrenata

Blume),ケヤキ (ZelkowaserrataMakino),クリ(CastaneacrenataSiebetZ)の丸

太より,5×15×55cm の二万柾の板を鋸断し,仝試片の辺材率を出来るだけ一定にする為,

文節を除去する為,板を選別した後含水率が大体15%前後になる迄人工乾燥する｡

4×4×25cm の二万柾木取 りに正確に鋸新し,秤量する前に3ケ月間 実験室に放 置した｡

試片を秤量し,試片は同じ容積に切ったので,重量で比重分布を示した｡ 各材種を3組に分け,

各組を10本宛とした｡即 ち1つの組の10本は比重の近似した試片であり,各組より1本宛を任

意に選んで合計3本を同一薬剤の同一注入条件で注入試験に供する如 くした｡侍これ等の供試
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材の年輪密度平均含水率,辺材率は Tablelの通 りであるが,ブナ,ケヤキの心材は殆んど

注入が困難である為辺材のみを使用した｡

Table1.

樹 種
Woodname

ヒ ノ キ

Cypress
クロマ ツ

Blackpine
ブ ナ
Beech

ク リ

Chestnut

注入処理液の調整

試験に選んだ防腐剤は水溶性3種,油性2種である｡

水溶性防腐剤 :BolidenSaltS-25(2.5%水溶液,比重1.0225),Malenit(1.5%水溶液

比重1.0183),Sodium Pentachlorophenol(P.C.P.-Na5%水溶液)を用いた｡

油性防腐剤 :Creosoteoil(JIS1号,比重 1.G772)Pentachlorophenol(桧楳原油に39/o/

溶かしたもの)を用いた｡P.C.P.ほ桧楳原油に常温で約30%溶解するので,この点石油系溶

媒の高価な本邦では P.C.P.の溶媒としてほ注目すべきものであろう｡

防腐処理規格 JISA9002に準した Table2の如き注入条件によって注入を行った｡注入

後乾燥し各薬剤の鯵透面積は区分求積に依って求めた｡

惨透面積の測定方法は,供試材を軸方向に於いて中央で切断して半分を Fig.1の如 く4つ

潜透面積測定用試片採取図
Figl･

Fig2･

= 二三≧≡∃
2/7,m間隔

に切断し,その4つの切断面について Fig.2の如 く鯵透面積を細分し,その近似値面積の和

に依って珍透面積を求めた｡次に述べる惨透面積値はこの4断面の面積値の-T':-均を以って示し

たものである.なお試片の残 り半分は各薬剤の防腐効力を試験する為にJ削 ､,その結果は既に

発表した1㌦ 薬剤の検出は Bolidensalt,D.N.P･,Creosot,P･C･P･松楳油液は供試材の変色

叉は着色部分をもってし,NaFは Zirkon-Alizariu,Reactionを利用し, P･C･P･--Naの険

Ⅲは発狂報告2'した如 く二酸化塩素の酸化による検出法が従来の簡壁鋼による方法より鋭敏で

且つ検出部分の防腐効力も充分であるので以下の実験では金てこの検出法で行ったo

T記の注入条件による各薬剤の注入量及び鯵透面積は Table3の通りである○

これ等の数値に依って鯵透の難易を比較する事は困難であるが,一応の傾向を考えて見ると

クレオ ソー トは全ての樹笹について良い鯵透を示している｡ P･C･P･-Na水苔液 は ク レ オ ソー

トと比べれば劣るが,他の水溶性防腐剤と比較する時 NaFの渉透面積には及ばないが,ポ リ
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(Bethell法) Table2.

温 度

Temperature
樹 種 i監van｡望巨va｡蕊i加 pr｡ssur｡庄
woodna-e寓 語 7 (? ,i訂底云 計画義一町 〉▲▲▲Y(vcAo;(分)

5()0 【 30

就

駅

50

50

(U

(‥U

0

O

(=U

0

(〓)

3

3

0

0

3

3

7

7

ヒノキ
Cypress
ス ギ

LCryptomeria

ク ロ マ ツ

Black-pine

ケ ヤ キ
Zelkowa

ク リ

Chestnut

ブ ナ

Beech

(Lowry法)

樹 種

Woodname

彼 排気
Finalvacuu‡Ⅵ調止Repose
.一､､t､-∴:-∴∴.､
500 圭 30 t 30

0

0

3

3

500

500

静 止

Repose

(分)

30

30

30

30

30

30

前 排 気
Advancevacuum

:n､1,.i;-:亘二 ･::

加 圧
Pressure

圧 力
(kg/cm2) 声 pera.tTre(Co)

後 排 気
Finalvacuum
.nlt､J罠.I･:∴､

ヒ ′ キ
Cypess

ス ギ
ICryptomeria

J/ロ マ ツ

Blackpine

ケ ヤ キ
Zelkowa

ク リ

Chestnut

ブ ナ

Beech

一

T

f

t

1

r

7

7

7

7

7

10

35

35

35

35

35

90 1 35

-デ-/塩や D.N.P.の変色叉は着色部分と同程度或いはそれ以上の惨透面積を示し水溶性防腐

剤中特に惨透性が劣るとほ考えられない｡P.C.P桧楳油液はクレオソー トより悪いが,全ての

樹種にかなり良 く鯵透している｡ 注入量は水溶性防腐剤に比べて悪いが,注入量 と珍透面積 と

の関係は水溶性防腐剤の場合に水 と藻剤の鯵透が一致せず,注入量のみで判断するのは危険で

ある｡ 又各樹榎別に見ると, P.C.P.-Na の水溶液はブナ,ケヤキの辺材には容易に鯵透する

が,ケヤキ,ブナ,クリ等広葉樹の心材は殆んど鯵透しない｡スギ,ヒノキ,マツ等は他の水

溶性防園剤と同程度の渉透を示し長大な材では処理困難で,より完全な防腐の為,神助薬剤を

混合することが必要である｡ マツ材では油性薬剤が良い惨透を示し,クリ心材でもかなりの珍

透面積を京しているのは,水溶性防腐斉比 良い対称である｡ なおBethell法は Lowry法 よ
- 31-
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り全ての薬剤及び樹弓重に就いて良い鯵透を示している｡

加圧条件が P.C.㍗.-Na水溶液の漆透に及ぼす影響

一校に防腐処理に於いて,薬剤の注入珍透に対し加圧の強さと加圧時間は,薬剤の温度と共

に最も重要なものである｡ 与えられた材に最も通した圧力の強さ及び処理時間は,要求する鯵

透度,材の惨透の難易,防腐剤の温度等の諸条件により興る｡

かかる意味に於いて P.C.p-Na水溶液の木材えの渉透が加圧条件に依って如何なる動向を

元すかを調べる事は,防腐剤としての使用目的に準じた処理を適正ならしめる上に有効であり,.

必須の事項 と思う｡

此処に本目的の為に行った実験結果を報告する｡

前実験と同様の供試材としてスギ心材,ヒノキ心材,ブナ心材,ブナ辺材,ケヤキ心材及び

ケヤキ辺材を選んで用いた｡

3%P.C.P.-Na水溶液を使用し,PH･透明度を一定にして用いた｡

上記の供試材に圧力 3kg/m2,6kg/m2,10kg/m2加圧時間 10分,30分,60分,120分と

加圧条件を変えて注入を行い,繊維方向に於ける Na-P.C.P.の鯵透長を測定した｡惨透長の

測定方法は Fig.3の如 く切断し,二酸化塩素の酸化に依る検出法2' を行って,P.C.P.の呈

色面積よりFig.4の如 く6点の測定点の珍透長を測りその平均値を求めて珍透長 とした｡

潜透面積測定用試片搾取図

Fig3. Fig4･

二 三 ∴

Table4の値は2断面の鯵透長の平均値である｡

一般に防腐剤の木材えの鯵透は潤英樹に対サ るより針葉樹に対す る方が良く,その通路は主.

に前者では導管,後者では仮導管で,導管の径の大小,通路における障害物の有無,仮導管の

細胞壁の性質により左右される｡ 針葉樹の未乾燥材で閉塞紋孔が乾燥するにつれその孔が大に

なり繊維飽和点以下では円節が脱落するものもあり防腐剤の鯵透が容易となる, 潤英樹では髄p

線は防腐剤の鯵透を容易にしない｡針葉樹では髄線仮導管をもっているものは幾分鯵透を容易

にする.辺材が心材より珍透性の勝る理由の一つは,閉塞紋孔少く細胞膜に樹脂分が少いから

である｡

かくの如 く針 ･潤或は辺 ･心に於ける珍透性の相違は組織的因子に左右される点大なるも,

一応スギ ･ヒノキの辺材は低圧短時間の処理で本実験に用いた大きさの試片では完全に鯵透す

ると見倣し,･実験を行わなかった｡実験結果を見るに, ブナ ･ケヤキ辺材は圧ガ 3kg/cm2'

加圧時間 10-30分で殆んど 100%の鯵透長を示し本実験に用いた大きさの試片では,辺材に

対す る鯵透は何ら結論を生み出し得なかった｡

これに反し各材の心材に就いてほかなり面白い結果を得ている｡ 即ちスギ ･ヒノキの針葉樹-

と,ブナ ･ケヤキの潤英樹と比べると明らかに前者が注入量,惨透長共に数倍大きい値を示し
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ている｡ スギ, ヒ/キの問では殆んど差がないが,スギほ若干渉透し易いようである｡ブナ,

ケヤキの間では注入量はブナが多いに拘らず,珍透長はケヤキが高い値を示している｡これは

ブナは細い導管が年輪内一様に分布しているに対し,ケヤキは春材の大きい導管が年輪の内境

に沿って環状に配列している為,この部分にかなり深 く防′宿割が渉透している事に原因があろ

う｡ 圧力と注入量 との関係に於いて,低圧の場合より高圧の場合の方が醤問による影響が大き

い｡ 低圧に於いてはヒノキ心材は スギ心 材より多い値を云しているが,高 圧では全 く逆であ

る｡ 試片が小さい為時間の影響より圧力の影響が大きく現われている｡ ブナ心材,ケヤキ心材

では圧力による影響が針葉樹程大きく現われず特にブナ心材に於いてはこの傾向が著しい｡

圧力と惨透長 との関係は注入量に対す るよりかなり密なる関係がある桟で,圧力が高 くなる

につれて惨透長は急速に増大する｡ 低圧ではスギ心材を除 く以外の材笹では60分で渉透長は大

体伸び難 く,10kg/cmo･の高圧では全 くこの逆でスギ心材以外の材榎は 120分で急激に増大

している｡これが何に原因しているか不明であるが,恐らくノ組織的なものではなかろうかO

注入量が時間 と共に増 大する割合より惨透長が時間と共に増大する割合の方が大きい,即ち,

渉透長はある圧力以 ヒに加圧注入を行 う時はかなり時間の影響を受けるという事である｡

Table4.

圧 力 3kg /cm2
Pressure

供 試 材
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ケヤキ腕木材の P.C.P.-Na水溶液の注入について

P.C.P.-Naの鯵透性 より考えて長大な材の防腐には充分な効果が果して得られるか否かほ

て疑問であるが,電柱腕木大の大きさでは充分な防腐効果が期待出来るものと考えられる｡ 近時

ケヤキ材の不足に伴ってケヤキ腕木材に辺材が多く含まれ,その為腕木材の防腐が必要な事 と

なって来た｡而 し乍ら従来のクレオ ソ- ト油の防腐では汚染の為工事人夫や市街地に於ける一

般の人々に対する障害もあり叉処理前のケヤキ材は含水率 (約70%')が高 く完全なクレオ ソ-

ト注入には乾燥を必要とし,更に最近の我々の老化試験器に依る耐候性試験3'に於いてクレオ

ソー ト油は紫外線に依って著しくその防常効力を減ずる事を知ったが,腕木材のように直射 日

光を強 く受ける位置ではその点も考慮すべきで,色々と問題点があり之に変る防腐剤として,

P.C.P.-Na水溶液が適当でないかと考え, その鯵透状態を調べ実用に供 し得るかどうかに就

いて以下の実験を行って見た｡

9×9×150cm の比較的辺材率の高いケヤキ腕木材を使用した｡ 含水率は平均70%で∴条件

に就いて20本の腕木を用い,注入条件を8種類行ったので合計 160本の腕木に就いて行った特

異である｡

注入条件 としては前排気30分,650mm で加圧力,加圧時間を次表の如 く変えた｡ 液温 25o

C,pH7.8の3%P.C.P.-Na水溶液を防腐薬剤として用いた｡ 注入後 1ケ月間室内に放置

して後,図の如 く柾目方向に切断してその切断面に呈色反応を行って惨透面積をプラ-メーク

-で測定し,両切断面の平均値をもって参透面積 とした｡鯵透面積は注入した20本全部に就い

てでなく,その辺材率,注入率が平均辺材率,平均注入量の値に近い注入材を3本選んで鯵透

面積を測定し,その平均値で以って示した｡ 結果は Table5に示す如 くである｡

Fig5 溶透面積測定用用試試片版図 試材腕木は,木理の通直なものを出来るだけ

･･2.2C,m 選択し,しかも辺材の大体40%'(9×9×150cm

の腕木 1本に対し)のものを選んだわけである

が,表の如 くかなりの差がある為,平均注入量

に影響し20本の平均値 としては,注入条件によ

り注入量に大きな差が認められなかった｡而 しながら辺材率で注入量を割ると表の如き値を示

し辺材当りの注入量に差が認められる｡ 又20本中より辺材率40%に近きものを5本を選びその

注入量を平均して比繁して見たが同様に注入条件による差が認められた｡ 次に惨透状態を測定

する為木理の非常に通直な優良材各3本を選び,前述の方法で鯵透面積を測定したわけである

が,辺材面積に対す る鯵透面積の比率は明らかに注入条件により差が認められた｡即ち3気圧

では 120分加圧しても52%'しか惨透しないのに反し,6気圧ではすべて65%以上を示し,ある

圧力以上を必要 とするもので6気圧90分以上が適当の様である｡

村中では P･C･P･-Naが鯵透しない部分でも水は発行する｡ ケヤキ辺材では水は低圧力でも

60分にかければ充分充満される為,圧力が増大し時間が長 くなっても水の吸収量にはさして大

きな変化はない｡ 而 L P.C.P.-Naの惨透は水の如 く行われず,常に外力に依って押し込 まれ

るのであるから,圧力が増大し,時間が長 くなれば当然深 く鯵透するわけである｡それ敢実用

的に腕木に P.C.P.-Na水溶液を防腐剤として注入する場合には,注入量のみを以ってその鯵
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Table5.

注 入 条 項 辺材率1)

Pressure
condition

3気圧 6C分
(kg/cm2)
(minuts)

Sap-
wood
rate

41チ㌘)室

/:v l…cc; 鳥 ;二od

6気圧 3C､分

// 6Cl分

I, tIH}

〝 12C分

6気庄
3C2分
3C分

*6気圧 6C分
液Hノ

カ

レ
/ア/53♂//

1

1

0

8

2

つJ

1

3

.4

4

(U

4

2

2

一

4

4

注入量1服 毒量/辺

Impreg-
nated
volum

Impreg -
nated/
sapwood
rate

(kg);

6

3

8

3

2

9

2

7

9

8

2

3

3

3

0

0

0

1

1⊥

｢⊥

l

rate

辺材率3了 注入量3'

sapwood lmpreg-nated
volum

港透面積4)
Penetratedarea

2
･
2

4
･
7

7
･
2

8
･
6

1
･
6

3
･
1

1
･
1

一

2

2

2

2

3

3

3

2

1

ハU

11

1

1

1

4

4

.4

1

(u

l

1

1

1

1

4

4

4

1

7

9

(U

(‥U

(U
1

1

1

8
0

3

0

ハU
2

2

2

1
1

｢⊥

l

1

7

8

4

4

っJ

3

.4

5

っJ

.4

7

3

3

4

2

5

つJ

2

6

1

4

0

っJ

1

2

8

っJ

(し

∩)

Lf.ノ

4

4

5

6

7

7

7

6

0
)

2

(U

nU

5

nU

C

(U

nU

8

nU

CU

2

2

4

2

e
)

(U

1

l

1

1J

1

1

1

2)5木平均 (Average of5 Samples･)

3)3本iF,-･均 (Average of3 Samples･)
4)辺材面積に対する薬の溶透 面積の比率(Theratioofpenetratedareatosapwood)
(註) 5本平均は辺材率の良く似た5本を選んで平均辺材率を 41･0% 前後 とする03薙平均は目
切,節等のある材は除き目の 透 直な辺材,心材の区別の日用寮な腕木を 20本中より3本を選ん
で平均したもの｡6気圧30分, 6気圧30分は6気圧30分校排液し,605mm 30分排気して6
気圧30分加圧したものo

透状態を推定する事は危険で必ずロッ ト毎に惨透状態を検査すべきであろう｡ この事は叉他の.

水溶性防腐剤を用う場合にも,｣すべき事である｡

p.C.p∴Na水溶液のアノレカリに依る漆適度の改良

発に我々は P.C.p-Na水溶液の木材惨透性の不良原因に就いて実験を行い4㌦ 叉界面活性
剤,有機溶媒に依る鯵透要改良の冥験を行って鯵速度不良に P･C･P･の析出が大きな原因をな

し,これが有機溶媒の如き P.C.P.を溶解せしめるような液を加える事に依ってかなり惨透鑑

が改良せられる事を知った5)｡ そこで我 々は P･C･P･-Naが村中で反応して P･C･P･を析出す

る事を防 ぐ事は予め P･C･P･-Na水溶液にアルカリを加え pHを高 くする事に依って可能でな

いかと考えた｡両し乍ら既に T6njesG'や古沢氏 7'が報告せられている如 く pH 値を 10-ll

にまで上げて実験を行った結果多少珍透長が改良せられるが余 り大きな効果が見られない敬,

不良原因の他の因子の他に実際に木材え P･C･p-Na水溶液が惨透する際に P･C･P･の析出が

起るのは発端の液の部分であるから発端で充分析出をも防いでいないので更に高い濃度のアル

ヵ リ液を用いる事に依って P･C･P･の析出を防ぎ P･C･P･-Na溶液の鯵透に効果をあげられる

のではないかと考え,(材のアルカリ溶液による膨潤 と云 う問題もあるが)NaOH を多量加え
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て次の如き実験を行って見た｡

P.C.P.lNa水溶液の経木による毛管上昇試験

ケヤキ心辺材, ブナ心辺材, ヒノキ心辺材, スギ心辺材の大きさ 2×32cm 厚さ平均 0･5

mm の経木を用いて毛管上昇試験を行った｡ 直径 11cm 長さ 35cm の円筒のガラス容器に

3%′NaOH含有3%P.C.P .-Na水溶液,1%′NaOH含有3%P.C.P∴Na水溶液,0･5%′

NaOH合有 396'rP.C.P.-Na水溶液及び 3%P.C.P.-Na3%水溶液を調製し 300ccづつ入

れて上記の経木を垂直に立て液温22-25oCで2時間浸漬した｡浸漬後取出して乾性するのを

侍って呈色反応を行い上昇長を測定した｡又予め之等の溶液の比重1粘度,表面張力を測定 し

拡敢恒数を求めて見たが実際の経木に於ける上昇長との間には関係が見られなかった｡ 拡散恒

数の測定値は次の通りである｡

3% NaOH含有3%P.C.P.-Na水溶液

1Llol '/

0.5% ク ■

3%P.C.P.-Na水溶液

班

33.79

33.73

31.53

32.93

72.2tJ

経木による試験結果は Table6に示してある｡ P.C.P.lNaの上昇長は ヒノキ材, 71ギ材

では NaOHを含有する事によって大きくなり上昇長比も増大しているがブナ材,ケヤキ材で

はこの関係が明瞭でない｡P.C.P.-Naの上昇長及び上昇長比が無含有のP.C.P.-Na液より小

さいものがあって大きな影響がない様である｡NaOコの濃度による差はいづれの材に於いても

殆んど認められない｡

Table6.
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木材片に対する浸漬試験

ヒノキ心材,71ギ心材,スギ辺材,ケヤキ辺材を 2×2×15cmの二万柾に調製し之に-･方の･

木【Jのみをメラミン樹脂を塗布して封じたものを使用したO調製に当ってrr-H来るだけ均等な材

を選び一つの薬剤に対して5本使用した供武村の含水率は16%′前後であった｡次に前試験 と同

様の各 P･C･P･--Na水溶液を調製しビーカに一定量を入れ之に上記の供試材5本を垂直に立て

20鴇:問後之を取出し乾燥後板目方向の中央で切断してその切断面に呈色反応を行い呈色面積を

2mm間隔で区分しその長さを平均 して鯵透長を求めた｡ 実験結果は Table7の通 りである｡

Table7.

p r-ji-1se,vat禦 ｡濃 霊 仁 hCe/yapriew;cLと:-4

3 % NaOH
3% P.C.P.
-rNa 液

C･.5%NaOH
3%P.C.P.
-Na 液

3%P.C.P.
-Na 液

1
2
3
.4⊥
5

1
2
3
4
5

1J
｢⊥
l
rl
｢⊥

6
7
8
9
(U

IJ
l
1
1エ
2

4
1
2
ワー
.LU

9
13
3
Cエ
C∠

8
4
7
9
C
J

Cエ
2
2
｢⊥
2

ス ギ 心 材
Cryptomeria
heartwood

叫mt(し2
2

C)UeU
4
rL
1
8
7

4
6
4
3
4

へJ
(し
8
8
一4

5
4
4
4
4

2
9
(し
5
4

3
3
3
3
3

ス ギ 辺 材
Cryptomeria
sapwood

ハ=U6

"

mC2
4
7
6
1

6
6
5
5
ハし

ヤ キ辺 材
Zelkowa
sapwood

｢肯i4
4
2
2
353

127
8
9

4っJ33
2

55

8
4
(U
8
4

ノ4.
PU
5
L'U
tiU

5C⊥51⊥844454

QJ
9
00
2
7

3
2
3
4
2

6
4
6
3
7

2
2
3
2
Cム

之等の結果を見ると木材の個体差があって旦那経に比較し難いが大体の傾向を見ることが出来るC.

即ちいづれの樹恒に就いてもNaOHの有無によって惨透長に差が認められた.両LNaOH

の貴による遣いは経木の場合と同様で差がなかった｡
之等の結果より浸潰の場合に経木に於い

ても叉木材片に於いてもNaOHの存在によって著しく浸潤性を増大する事は困難で最初の期

待した如き大きな効果が得られなか/)たので次に加圧注入試験を行って比較して見た｡

加圧注入試験

供試材として辺材では材の大きさより完全に注入され比較が
出来ないので注入困難なヒノキ

心材
,ス
利1,材,
ブナ心材
,
ケヤ;f-,Lll材を最初の供試材と同様に選んで4×4×32cmの二万

柾に調製し比聾で配分して一茂件に5本づつ注入を行った｡即ち同様のP･
C
･
P
･-
Na各水溶液

を調製し前排気600mm30分,
加圧時間7気圧60分でBethell法によって加圧注入を行った〇,
j打､
後中央で切断して浸漬試験と同様に鯵透長を測定した｡実験の結果はTable8の通りであ

る
(,
加圧注入試験の結果ヒノキ材,ス
ギ心材ではNaOHの添加によって注入量も鯵透長も著し

一
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く増大し1-3%の NaOH により約2倍量の注入量,鯵透長を云している｡ 0.590/は之等に一

くらべて劣る様である｡ 之に対しブナ心材,ケヤキ心材は殆んど効果なく良い結果を示さなか

った｡而しケヤキ瞳木材に1%NaOH含有 P.C.P.-Na水溶液に注入した結果は Table5*

の如 く注入量に於いても辺材の鯵透面積に於いても非常に良い値を示し辺柳 羊対 して良い効果

Table8.

のある事を示している｡ 従ってブナ心材,ケヤキ心材の注入困難は組織的影響が強 くあらわれ

ているものと考えられる｡ 以上の実験結果 NaOHを加えて加圧注入する事によって ヒノキ,

スギグヤキ辺材等の注入量鯵透長を増大する事が可能でアルカリの濃度も19,0'が適当である事

を知 り得た｡ 箇アルカリ液で注入する際に予め3%/NaOH液を注入し之を乾燥 して含水率30

%として後 P･C･C･-Na溶液を注入した時 と3%NaOH液注入後直ちに P.C.P.-Na溶液を

注入した時と上記の如 く3%NaOH含有 P･C.P.-Na溶液 として注入した場合の注入量 と鯵

透長の比較を行って見たが注入量も鯵透長も最後の方法が最も良い値であった｡

注入材の強度試験

アルカ リ濃度を高 くする事によって良い鯵透が得られたが之等の濃度のアノレカ リを注入する.

事によって木材の材質に影響して強度の低下を示さないかを知る事が実際の使用に当って是非

必要な事であるので之等の溶液を注入し15%前後になるまで人.工乾燥し更に一･ケ月放置して後

含水率15-16%でその材の曲げ試験を行った｡試験材の大きさは 2×2×32cm の二万柾で一

条件に10本の試験材を用いて測走した｡試験方法は J.I.S.の木材試験方法に従って行った｡
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曲げ試験の結果は Table9の通 りであるが最神 ＼ミセルロ-ズ等 の流失を考え曲げ強度の

低下を予期したのであるが結果は表の如 き値 を示し強蛙の増大した材 もあってこの程鹿の濃度

では其の影響が問題とならない事を知った｡

Table9. 各薬液の木材曲げ強度に及ぼす影響

(Tensionalstrengthinfluencedbyseveralchemicalssolutions)

防 閣 剤

Preservatives

3% NaOH
3% P.C.P:Naフ頼谷汲

1% NaOH
3/0,/ap.C.P.-Na水溶液

0.5% NaOH
37,'op.C･P:Na水溶液

3% P･C･P.-Na水溶液

無 処 理(Untreated)

スギ辺材 属 漂
Crypto十 meria
meria 1heart-
sapwoodiwood
(kg/cm2);(kg/cm2)

764 ; 797ト

797 2 7｡5～

784 F 756

ヒ/キ心材 ブナ辺材
L

Cypress与Beech
heart- isapwood
wood
(kg/cmL3)i(kg/cm2)

691 岳 712 9C4

慧 芸;A.rzie'l:.awl:rzeillk三三Jf
heart-
wood
(kg/cm2)

965 】 1C5()

7

2

5

7

1C

IC

5

3

9

3

9

01

sapwoodiheart-

(kg/｡mJ (kWgO/Ocdml,)

P.C.P.-Na の流失試験

木材の強度と共にアルカリの存在によっで注入された P.C.P.-Naが流失され易い危険があ

る｡薬剤の用水による溶脱は防腐処理材の安定性に最も大きな影響を与えるものでその流失量

が問題 となって来る｡従って上記の如き処理法によって注入された P.C.P.-Naがどの程度流

失され易いか又それが硫酸アル ミ塩によってどの程度固着されて流失を防ぎ得るかに就いて若

干の実験を行って見た｡ 即ち 4×4.X32cm 二万柾の供試材を上 記の加 圧 注入試験 と同様に

P.C.P.-Na の各水溶液を前排気 600mm 30分, 加圧時間7気圧60分で Bethell法によって

加圧注入を行い一ケ月室内に放置した｡次に各条件の供試材2本のうち1本は50/.'硫酸アル ミ

-ユム水溶潜に10分間浸漬して乾燥した｡この様に準備された各′供試材を直径8cm長さ38cm

の円筒のガラス容器に入れ蒸溜水 1200ccを加えて完全に浸漬し 2時間後密栓して 1分間に

130回転する振盤機に1時間娠近 し更に1時間放置した｡ 操作終了後,棋試材を取Hlしその残

液に就いて P.C.P.-Na を定量した｡定量法は既に述べた如 く塩酸で P･C･P･を沈澱させグラ

スフィルター N0.4で炉過し乾燥後エーテルで処理 し更にメクノ-ルに溶解せしめて適濃度

に稀釈L BeckmanSpecfrophotometerで吸光度を求めて定量した｡ 之等の流失試験の結果

は TablelOの通 りである｡ 流失量は NaOH の存在でかなり影響され3% NaOH で2-3

倍の流失がある｡ 流失室は ヒノキ,スギでは注入量も多いので変化がないがブナ,ケヤキでは

著 しく増大している｡涌 LAf瑚較アル ミ-ユムで Al塩 として固着さす事によって流失量も流失

率も著 しく減少せ しめる事が可能で従来の P.C.P.一Naの溶脱試験 と考え合せ実用上余 り問題

でないと考え得る｡この処理も NaOH の濃度が大きいと効果がかなり少なく更に硫酸アル ミ

ニュームの 濃蛙を高 くするか浸漬時間を長 くする事に よって 多少の解放が可能で あっても
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NaOH の濃蛙はその点を考慮して1.%'以Tが適当である.

以 上の流失試験は防腐処理材の安定 性より見て非常に不完全なものであくまで も 比 較 上 の 数

値で防腐剤の安定度の間矧 ま木材の他の強度試験 と共に今後の実験に待ちたい｡

総 括

以上の実験は不備な点が多いが P.C.C.p-Naの注入状態を纏めて見ると

(1) PC.P.-Naの珍透はクレオソー トに軽べかなり劣りそのままの使用では実用化につい

て多}<問題がある｡両 L Boldensalt,D.N.P.と同程度の惨透面積を示し之等に転べ今寺に渉透

性が劣ると考えられない｡

(2) 樹樫別及び心材辺材によって鯵速度を興にし加圧時間,加圧力にも材 と関連して考慮を

払うべきである｡

(3) ケヤキ腕木の辺材防腐には P.C.P:Na水溶液の注入が適当で注入量,珍透面積 より充

分防腐効果が得られる｡ 1.%の NaOH を加える事によって更に注入量,珍透面積の増大が可

能である｡加圧条件は6気圧90分が適当である｡

(4) P.C.PrNa水溶液に NaOHo.5-3%を加える事に依って ヒノ-牛心材,スギJLl､材の珍

透面積,注入量を約 1.5-2倍量増大出来る｡ 之は各樹種の辺材にも同様の事が云えると考え
るC

(5j NaOH の濃度は木材の強度,流失量,注入時の取扱い及び経済的な問題等の諸条件よ

り考えて1.%前後が適当である｡

終 りに臨みケヤキ腕木材の注入に程 /々の御援助を下さいました大洋腕木株式会社社長北岡甲

助氏に深謝致します｡

Resume

From experimentsontheimpregnationofsodium pentachlorophenol(P･C.P･--

Na)solutionintowood,followingresultswereobtained.

(1) Penetrationofseveralpreservativesintothevariouswoods･

Thefollowingwoodswereusedforexperiments.

Cryptomeria;Japanesecypress;Japaneseblackpine;Beech;Zelkowaserrats.

Thesamplesweretreatedwith2.5｡% bolidensaltwatersolution,1.5.形 malenit

watersolution,creosoteoil(∫.Ⅰ.S.K2404,No.1),3%pentachlorophenolpineroot

oilsolution byfull-celland empty-cellprocess(J.I.S.A 9002,SeeTable2),

Measureofpenetratedareaareobtainedbytheintegration･(SeeFig･1and2)

TheresultsareshowninTable3. ThepenetratedareaofP.C･P.-Na was,

smallerthan thatofcreosoteoil,butwassimilartothatofbolidensaltand

dinitrophenolinmalenit,andthatofP.C.P.pinerootoilsolutionwaslargerthan

thatofbolidensaltandmalenit.ButtheretentionofP.C.P.pinerootoilsolution
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wasworsethanthatofthelatter.

(2)InauenceofvariouspressureconditionontheimpregnationofP.C.fLNa

watersolutionintowood.

Ⅰntheseexperiments,thefull-cellprocesswasused,andpressurepowerwere

3kg/cm2,6kg/cm2,10kg/cm2,pressuretimewere10min･,30min･,60min･,120′
min.,andtheconditionsofwoodsampleswereidenticalto(1).

TheresultsareshowninTable4.Themorepressurepowerandtimeapplied,

thebetterpenetrationweregainedonheartwoodofcryptomeriaandcypressbut

onheartwoodofzelkowaandbeech,thesamefactwasnotfound.P.C.P.-Na

solutionwerepenetratedsu氏cientlyintosapwoodbylowpressure･Thepenetra-

tionofP.C.P.-Nasolutionin bothzelkowaandbeechwasinauencedmorethan

thatofcryptomeriaandcrypressbysapwoodrate･

(3)OntheimpregnationofP.C.P.-Nasolutionintozelkowacrossarm.

Zelkowacrossarmwasimpregnatedwith39:o'P.C.P.-Nasolutionundervarious

pressureconditions. Theexperimentalconditionsareasfollows.Dimensionof

sampleis9×9×150cm,andmoisturecontentis65-75%',andsapwoodrateis

30-50%

Thepressureconditionandresultsareshownin Table5.Thepreservation

ofzelkowacrossarm waspossibleenough withP.C.P.-Nasolution,becausethe

penetrationofP･C･P･-Nainthezelkowasapwoodwasverygoodinregardtothe

retentionandthepenetratedarea.Thezelkowacrossarm wasenoughprotected

bytreatingwithfulLcellprocesseson90min.of6kg/cm2.

(4) TheimprovmentofthepenetrationofP.C.P.-Nabysodium hydroxide.

InordertoimprovethepenetrationofP.C.P.-Na,woods(cryptomeria,Cypress,〟

beechandze､1kowa)weretreatedwith3形P.C.P.lNasolutioncontaining3-0.5%'

NaOH.

Therestiltsofimmersingtestsonwoodshavings(0.05x2x32cm)areshown

inTable6.Theresultsofimmersingtestsonpieces(2×2×15cm)underroom

conditionareshowninTable7.

0nthepressureimpregnatingtests,sizeofwoodpieceswas4×4×32cm and

wastreatedwiththefull-cellprocess(vacuumI,600mm,50min.,pressure;7kg/

cm2,60min･)･Inthecaseofpressure-impregnationonheartwoodofcryptomeria

andcypress,theaverageretentionofP･C･P.-Nawere250km/cm3ononlyP.C.P.-

Nasolution,370kg/m3 on0.5形 addition ofNaOHintoP.C.P.-Nasolution,440･

kg/m3on190/addition,and500kg/m3on3% addition.Thesimilarresultswere

obtainedinthepenetratedarea,butonheartwoodofzelkowaandbeechtheaddi_

tionofNaOHhadnoeffect.

Non-pressure-treatedwoodswerefoundtohaverelativelylowerP.C.P.-Na

retentionthanpressure-treatedwoods.
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TheresultsofstrengthtestandtheleachingtestofwoodstreatedwithP.C.P.-

NasolutioncontainedNaOH areshownin Tabe9-10,andthestrengtharenot

influencedwiththeadditionofNaOH,andthetreatmentwithl0%'A12(So且)三}Water

solutiongivestheprotectionoftheleaching.

From theresults,wethinkitrecommendabletoadd1!),(INaOHtoP.C.P:Na

solutioninordertoimprovethepenetrationability.
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